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が、温暖化の影響を詳しくかつ明確に予測した。二〇〇八年には、これ 各国で厳しく認識され、我が国も世界 温室効果ガスの半減と、それに応じた自国 排出の大幅削減を閣議決定した。
　日本政府は、 まず、 三月 八日改定の「京
都議定書目標達成計画」本文の前に囲みを設け、ＩＰＣＣ報告の引用により、 「地球が温暖化していることには疑う余地が無































球温暖化への対処に限られた問題ではなく、広く既存の開発問題の一部だ。従って、アフリカの地球温暖化の問題への対処能力の向上は、幅広く開発問題へ 対処能力向上の一環として図るべきも だ。そ 意味はＴＩＣＡＤやサミットでのＭＤＧｓ重視は正しかった。迫力を欠いた 、九月の国連ＭＤＧｓハイレベル会合 日本対応もその流れにあった。ＭＤＧｓ実現こそが、アフリカの地球温暖化問題に関する課題だ。当分これに全力を傾けるべきだ。
　しかし、そもそも、 「環境」問題自体、
真の意味での 「開発」 課題の一部だ 「開発」とは何かを整理した マルティア・センも、自分の視点は「生活の質」を論じる視点との共通性が高いとし（参考文献①、
p.2 ） 、
「開発」とは「生活を良くすること」と言い換えてもよいことを示唆している。実際、彼の「開発」の視点の重要な源流は、実証研究や第一次「国連開発 一〇年」の評価を受けて一九六〇年代後半に生じた 「開発」についての認識 反省だ。つまり、一九六〇年代、途上国 一人あたりＧＮＰが上昇したが、それは、豊かな層がいっそう豊かになったためであり、貧しい者 貧しいままだと判明した。その反省 ら、貧
しい人々の生活の向上こそが重要であり、そのためには人間としての基本的ニーズ（食糧、安全な飲料水、住まい、保健、基礎教育等）の充足が重要であると認識された。同時に、 「開発」とは、一人あたりの経済力を大きくすることだけでなく、社会的な課題等も含むものである の認識ができた。ちょうどその時期に行われた国連人間環境会議の準備においても、 「環境」問題は、そのような幅広い「開発」課題 一部だと認識された（参考文献② ⑧） 。
　「環境」問題という言葉が独り歩きし、








との目標を決定した。世界の二酸化炭素総排出量半減とは、現在一人あたり年四トンであるも を二トンにすることだ。二〇〇三年の日本の一人当たり排出量九 ・ 六トンも二トンに削減しなければならない だから、人類全体で 削減目標に照らして、八〇％の日本の排出 目標は妥当だ。諸開発課題への対処能力 強化を基本的目的と つつアフリカにおける地球温暖化への対症療法的な支援 強化を論じる際、まず、このことを明確にし、温室効果ガス大排出国しての責任の認識を示す必要が 。
　しかし、地球の資源・環境の限界の中で




ジョナル・グループの取り組み（参考文献⑤）は一つの参考になろう。彼らは、エコロジカル・フットプリント 削減を目標にして、地域内での紙のリサイクル、わ 等による製紙、放置された薪炭林 （雑木林） の活用、地元の野菜等の販売、環境負荷の大きい綿から環境負荷の小さい麻への転換、エコビレッジの開発等、地産地消、地域内でのリサイクル、地域にある資源の活用などによる大幅な環境負荷低減を実証して る。しかも、それぞれの事業のための企業 設立、既存企業との提携等 ＮＧＯ主導でありながら商業ベースで実現しているのだ。
　日本国内でも、一九九八年、環境に関心

























または「環境問題」も、 アフリカの「開発」諸課題の解決の中に位置づけて解決するしかない。しかし、それ 我 国が支援しようとする時、国民の間に、同じ人類共同体の仲間としての連帯意識がないこと は、なかなか十分なものにはなら 。そこで我が国 市民がアフリカに関する色々な情報に曝され、アフリカ 人やモノともっと
接し、そして、できるだけアフリカを見る機会を作っていくことが重要だ。
　大学人として、筆者は、途上国に強い関
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